
６
月
３
日
、
韓
国
の
社

会
福
祉
研
修
生
26
人
が
深

澤
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。 

資
料
館
で
は
帰
国
後
も

通
訳
な
し
で
活
用
で
き
る

よ
う
、
韓
国
語
に
よ
る
生

命
行
政
の
業
績
と
深
澤
語

録
を
用
意
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
の
説
明
を
通
訳
す
る
言

葉
を
真
剣
に
メ
モ
し
た
り
、

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

写
真
は
資
料
館
前
で
日
本
研
修

団
の
幕
を
広
げ
て
記
念
撮
影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深澤 
 
 
 
 
資料館では 
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直
ち
に
理
事
の
互
選
で
理
事
長
、

副
理
事
長
を
選
出
、次
の
新
体
制

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

理
事
長
＝
佐
々
木
孝
道 

 

副
理
事
長
＝
加
藤
和
夫 

 

理
事
＝
深
澤
佳
道
・
佐
々
木
玄 

監
事
＝
刈
田
敏
・
佐
々
木
繁
子 

 

総
会
終
了
後
、北
村
道
彦
西
和

賀
さ
わ
う
ち
病
院
長
の
記
念
講

演
が
あ
り
、
懇
親
会
は
「
農
家
食

堂
お
よ
ね
」
に
会
場
を
移
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。 

周
年
記
念
事
業 

８
月
22
日
開
催 

生
命
尊
重
行
政
で
国
内
外
に

知
ら
れ
る
深
澤
村
長
没
後
50

年
・
沢
内
病
院
開
設
60
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
生

命
尊
重
理
念
を
共
有
す
る
関
係

機
関
、団
体
が
協
働
し
て
周
年
記

念
事
業
を
進
め
よ
う
と
、６
月
９

日
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
に
関

係
者
が
集
ま
っ
て
記
念
事
業
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

委
員
長
に
は
細
井
洋
行
町
長

を
お
願
い
し
、記
念
行
事
は
８
月

22
日
午
後
１
時
か
ら
銀
河
ホ
ー

ル
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

金一封に感謝 

北
上
市
二
子
町 

 
 

山 

﨑 
 

順 

妙 

様 

北
上
市
和
賀
町 

 
 

高 

橋 
 

一 

男 

様 

 

北
海
道
札
幌
市 

 
 
 
 

泉 
 
 

全 

宗 

様 

 

三
重
県
桑
名
市 

 
 
 
 

伊 

藤 
 

恵 

一 

様 

 

宮
城
県
仙
台
市 

 
 

佐 

渡 
 

一 

成 

様 

秋
田
県
秋
田
市 

 
 
 

風 

間 
 

幸 

蔵 

様 

盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通 

Ｊ 

Ｒ 

東
労
組 

様 

福
島
県
郡
山
市 

 
 

鈴 

木 
 
 

元 
 

様 

花
巻
市
高
木 

 
 
 

三 

田 
 

照 

子 

様 

北
上
市
若
宮
町 

 
 

深 

澤 
 
 
 

力 
 

様 

理事長に佐々木孝道氏 
深澤晟雄の会総会開く 

 

第
９
回
深
澤
晟
雄
の
会
総
会

は
６
月
13
日
午
後
５
時
か
ら
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
会
員
25
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
26
年
度
事
業
報
告

と
決
算
、
27
年
度
事
業
計
画
と

予
算
を
原
案
通
り
で
承
認
し
た

後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
案
は
な
い
の
か
の
声

に
、
事
務
局
か
ら
太
田
祖
電
理

事
長
は
健
康
上
の
理
由
で
退
任

を
希
望
し
て
お
り
、
理
事
長
以

外
の
理
事
・
監
事
と
も
留
任
案

を
提
示
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

韓
国
か
ら
資
料
館
に
26
人 

総会には秋田県にかほ市、千葉県柏市からの出席

者もあり、懇親会にも参加して「生命尊重のふる

さと」で町民との交流を深めました。 

25 人が出席した老人福祉センターでの総会 



      

退
職
し
て
か
ら
、
も
う
15
年
に
な
っ

た
。
想
い
出
も
モ
ウ
ロ
ク
し
て
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
二
・
三
の
ヘ
マ
と
失
敗
を
書

い
て
恥
さ
ら
し
の
あ
し
あ
と
に
し
た
い
。 

 

そ
の
一
、
終
戦
の
頃
だ
っ
た
。
斉
藤
龍

夫
医
師
が
い
た
時
で
あ
る
。 

 

法
定
伝
染
病
の
疑
い
あ
る
患
者
が
出

た
の
で
隔
離
の
処
置
が
必
要
だ
と
い
う
。

当
時
隔
離
と
い
え
ば
、
そ
の
家
屋
ぐ
る
み

家
族
を
消
毒
し
、
外
出
は
も
ち
ろ
ん
、
親

族
の
往
来
も
で
き
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
物
資

が
な
い
し
、
食
糧
な
ど
お
い
そ
れ
と
求
め

ら
れ
な
い
時
代
で
、
正
に
そ
の
家
族
全
滅 

  

の
宣
告
み
た
い
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

私
は
斉
藤
先
生
に
何
ん
と
か
な
ら
な

い
も
の
か
、
嘆
願
し
た
。
先
生
は
う
な
ず

い
て
聞
い
て
く
れ
た
。
先
生
は
自
分
で
黒

沢
尻
病
院
に
連
れ
て
行
く
こ
と
だ
っ
た
。

あ
り
が
た
か
っ
た
。
食
糧
難
の
時
だ
っ
た

の
で
後
日
保
有
米
を
若
干
持
っ
て
、
こ
っ

そ
り
お
礼
に
行
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
何
と
役
場
の
者
か
ら
米
を

貰
っ
た
り
、
買
っ
た
り
、
お
礼
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
…
…
と
、
ケ
ン
ボ
ロ
に

断
ら
れ
、
奥
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
米
を
投
げ

出
し
て
逃
げ
て
帰
っ
た
。
後
で
そ
の
こ
と 

が
、
新
田
三
次
郎
さ
ん(

上
司)

の
耳
に
入

っ
た
ら
し
い
。
「
あ
の
人
は
共
産
主
義
者

で
あ
る
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
上
司
に
も
相

談
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
も
っ
て
の

ほ
か
だ
。
君
は
役
場
を
や
め
る
気
か
」
と

機
嫌
を
損
じ
て
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
の
二
、
黒
沢
尻
病
院
で
佐
々
木
庄
兵

エ
君
（
故
人
）
と
偶
然
一
緒
に
な
っ
た
。

二
人
で
二
・
三
人
の
患
者
を
見
舞
い
し
た

後
太
田
タ
マ
（
当
時
の
村
長
母
堂
）
さ
ん

を
見
舞
い
し
た
。
枕
元
に
真
新
し
い
将
校

の
軍
服
と
軍
帽
、
軍
刀
が
き
ち
ん
と
置
か

れ
、
見
舞
品
が
整
理
さ
れ
て
あ
っ
た
。 

  

大
変
喜
ば
れ
、
お
菓
子
な
ど
進
め
な
が

ら
見
舞
品
の
中
か
ら
、
小
さ
い
赤
茶
色
の

丸
瓶
を
出
し
て
、
自
分
で
封
を
切
り
飲
み

な
さ
い
と
進
め
て
く
れ
た
。
当
時
見
る
こ

と
も
な
い
外
国
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
で
あ
る
。

庄
兵
エ
君
と
二
人
で
少
し
飲
ん
だ
時
、
看

護
婦
が
巡
回
に
来
て
す
ぐ
帰
っ
た
。 

 

庄
兵
エ
君
が
院
長
に
用
が
あ
る
と
部
屋

を
出
た
あ
と
、
巡
回
の
看
護
婦
が
来
て
私

に
ち
ょ
っ
と
用
が
あ
る
と
指
示
さ
れ
た
の

で
行
く
と
、
婦
長
室
だ
っ
た
。  

つ
づ
く 

（
お
わ
び
＝
表
彰
歴
は
年
代
順
不
同
と

な
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
） 
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旧沢内村の人生楽園文集「あしあと」から 

故高橋清吉さんの  

「私の歩んだ道」 ④ 

＜清吉さんの表彰歴 ③＞ 

昭 23.4.1  民生委員で地方民生安定に 

寄与（岩手県知事感謝状） 

31.11.15 国保税完納に寄与（村長表彰） 

33.10.26 国保事業発展に功績（村長表彰） 

40.2.24 多年町村自治行政に功績（岩 

手県町村会長表彰） 

40.8.2 アイディア賞（村長表彰） 

40.8.13 多年勤続・精励功労（村長表彰） 
42.3.31 退職記念村長感謝状 

アイディア賞は深澤と久保の両村長から受賞している 

黒
沢
尻
病
院
を
巡
る
騒
動
あ
れ
こ
れ 


